
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
第
四
十
三
巻
第
一
号
（
一
九
八
三
・
一
〇
）

藩

校

と

鈴

門

本
居
派
お
よ
び
他
派
混
成
の
藩
校
に
つ
い
て

中

村

一

基

（
岩
手
大
学
教
育
学
部
）

序

本
稿
は
「
藩
校
と
鈴
門
－
本
居
派
の
藩
校
に
つ
い
て
－
」
（
『
岩
手
大
学
教
育

学
部
研
究
年
報
』
第
四
十
一
巻
第
二
号
）
に
つ
ゞ
き
、
藩
校
が
鈴
門
の
形
成
と

展
開
に
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
鈴
門
と
い
う
の
を
、
宣
長
の
直
接
の
門
人
だ
け

で
な
く
、
本
居
脈
国
学
者
と
考
え
ら
れ
る
者
ま
で
を
含
め
た
。

断
ら
な
い
限
り
宣
長
に
関
す
る
著
述
は
、
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長
全
集
』
、

書
筒
は
、
奥
山
宇
七
窮
『
本
居
宣
長
翁
書
簡
集
』
に
拠
る
。
又
、
門
人
の
姓
名

に
附
さ
れ
た
番
号
は
、
「
授
業
門
人
姓
名
録
」
追
加
本
（
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
、

宣
長
全
集
第
二
十
巻
所
収
）
に
も
と
づ
い
た
通
し
番
号
で
あ
る
。

1
彦
根
藩
稽
古
舘

椿
古
館
（
天
保
元
年
、
弘
道
館
と
改
称
さ
る
）
が
、
創
立
さ
れ
た
の
は
、
寛

政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
、
十
二
代
藩
ま
甘
伊
直
中
の
時
で
あ
り
、
「
古
事
記
、

六
国
史
以
下
日
本
史
や
和
歌
を
教
授
す
き
＜
和
学
方
＞
も
こ
の
時
設
置
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
＜
和
学
方
＞
教
授
と
し
て
抜
摺
さ
れ
た
の
が
、
鈴
門
小
原
君
雄

（泰）

（
3
5
5
）
と
村
田
安
足
（
4
3
7
）
で
あ
っ
た
。

（
表
1
）

真
淵
l

（
薄
儀
）

・
大
菅
中
養
父
・

（
藩
儒
）

毒

草

慮

・
僧
海
量

刷
.
.
l
.
＝
.
い
∵

小
林
義
兄

僧
立
綱

（
邦
）

l
L
‥
.
l
王
」

（
和
学
方
教
授
）

田
口
恩
門
－

（
泰
）
（
〃
）
（
〃
）

圏
閣
丁
射
撃
木
（
彩

（
ク
）
（
国
学
方
）

.

.
l

.
り
〓
号
.
l
－

（
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
下
）

注
－
［
〓
］
で
囲
ん
だ
者
は
、
鈴
門
で
あ
る
。

右
の
学
統
表
で
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
小
原
君
雄
、
村
田
安
足
だ
け
で
な
く
、

岡
村
教
邦
（
3
7
7
）
も
、
後
に
＜
和
学
方
＞
教
授
と
な
り
、
本
居
派
国
学
を
講
じ

て
い
く
。
又
、
山
本
昌
蔭
や
青
木
千
枝
の
よ
う
に
、
直
接
的
に
は
宣
長
の
門
人

で
は
な
い
が
、
本
居
派
国
学
を
継
承
し
た
著
が
＜
和
学
方
＞
教
授
と
な
る
こ
と
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に
よ
っ
て
、
彦
根
藩
国
学
が
一
貫
し
て
本
居
派
国
学
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
 
 

に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
十
四
代
藩
主
で
大
老
と
な
っ
た
直
弼
の
、
国
学
の
師
で
 
 

も
あ
る
長
野
主
膳
は
、
学
統
的
に
ほ
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
南
啓
治
氏
の
「
彦
 
 

根
藩
学
と
国
学
］
に
よ
れ
ば
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
、
直
弼
に
提
出
し
た
、
 
 

藩
政
改
革
意
見
書
と
も
い
う
べ
き
『
沢
熊
取
世
利
』
に
は
、
宣
長
の
『
秘
本
玉
 
 

く
し
げ
』
に
通
じ
る
国
学
的
見
地
か
ら
の
改
革
論
が
展
開
さ
れ
、
主
謄
も
本
居
 
 

古
学
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
、
本
 
 

居
派
国
学
の
隆
盛
を
み
る
た
め
に
は
、
学
統
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
真
淵
国
 
 

学
の
土
壌
が
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。
た
だ
、
大
菅
中
養
父
・
竜
草
慮
 
 

ら
ほ
、
国
学
者
で
あ
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
狙
休
学
派
の
儒
者
（
－
草
慮
ほ
、
 
 

古
住
学
派
宇
野
明
霞
に
も
学
ん
で
い
る
）
と
し
て
知
め
れ
て
い
た
が
。
ち
な
み
 
 

に
、
「
文
学
上
全
般
に
閲
し
兼
ね
て
講
義
会
頭
を
掌
叡
」
∧
学
問
方
＞
初
代
教
 
 

授
と
な
っ
た
の
が
、
彼
ら
の
子
で
あ
る
大
菅
南
牧
・
毛
玉
淵
で
あ
っ
た
。
彦
根
 
 

藩
学
は
儒
学
的
に
は
、
狙
裸
学
派
の
立
場
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
中
義
 
 

父
は
、
正
式
に
は
真
淵
門
で
は
な
か
っ
た
が
（
「
県
厨
門
人
録
」
に
見
え
ず
）
、
 
 

県
門
加
藤
枚
直
（
千
蔭
の
父
）
の
明
和
三
年
か
ら
安
永
九
年
に
か
け
て
の
日
記
 
 

3
 
 

（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
月
二
十
六
日
の
条
に
、
 
 

A
▲
 
 

「
大
菅
仲
養
父
と
申
ほ
先
年
竜
彦
二
郎
（
－
草
産
）
よ
り
状
添
、
扇
子
簿
持
逢
 
 

に
来
る
者
也
。
彦
根
の
家
老
の
家
来
之
由
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
永
二
年
以
 
 

前
か
ら
、
竜
軍
産
の
紹
介
に
よ
っ
て
枚
直
を
始
め
県
門
の
諸
子
と
の
交
流
を
も
 
 
 

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
か
。
中
養
父
の
上
京
に
つ
い
て
は
、
田
中
道
暦
の
歌
集
 
 

『
田
中
道
全
集
』
 
（
草
稿
本
）
の
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
条
に
、
「
千
之
 
 

先
生
（
－
中
養
父
）
に
武
蔵
に
よ
み
て
つ
か
ほ
し
け
る
、
／
東
路
の
旅
の
衣
も
 
 

春
過
て
夏
釆
に
け
り
と
ぬ
き
か
ふ
ら
ん
か
／
武
蔵
野
の
草
の
枕
の
い
ふ
せ
く
て
 
 

い
を
ね
か
ぬ
ら
ん
君
を
し
そ
思
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
年
 
 

ま
で
さ
か
の
ば
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
真
淵
は
い
ま
だ
生
存
し
て
お
り
、
直
接
 
 

の
対
面
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
さ
だ
か
で
ほ
な
い
。
竜
草
底
は
、
 
 

寛
廷
三
年
（
一
七
五
〇
）
以
後
、
藩
主
直
定
に
仕
え
、
月
俸
を
受
け
て
ほ
い
た
 
 

が
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
、
伏
見
よ
り
彦
根
に
移
り
、
家
塾
を
開
き
、
藩
の
 
 

子
弟
を
教
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
中
養
父
と
の
交
流
も
、
こ
の
年
以
後
 
 

親
密
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
県
屠
門
人
録
』
に
、
「
彦
根
家
中
龍
元
次
 
 

郎
（
公
莫
）
」
と
善
か
れ
て
い
る
の
が
、
年
次
的
に
は
宝
暦
七
年
頃
な
の
で
、
 
 

中
養
父
の
真
淵
私
淑
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
又
、
県
門
と
 
 

し
て
知
ら
れ
る
僧
海
畳
も
、
前
掲
の
加
藤
枚
直
日
記
、
明
和
三
年
八
月
朔
日
の
 
 

粂
の
「
一
、
竜
彦
二
郎
よ
り
書
状
、
彦
根
之
僧
海
竜
（
1
海
量
）
持
参
。
玄
関
 
 

に
て
対
面
。
（
中
略
）
海
竜
、
神
田
白
壁
町
に
居
、
逗
留
中
近
日
叉
可
参
と
申
 
 

傲
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
中
養
父
と
同
じ
く
、
竜
草
慮
の
紹
介
で
枚
直
に
会
っ
 
 

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
革
慮
の
彦
根
に
於
け
る
影
響
 
 

が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
ほ
、
想
像
に
難
く
な
い
。
即
ち
、
草
慮
を
中
心
 
 

に
、
中
養
父
、
そ
の
門
下
海
量
と
い
っ
た
真
淵
派
国
学
者
が
、
彦
根
歌
壇
を
形
 
 

成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
海
量
の
家
集
『
ひ
と
よ
ほ
な
』
 
（
天
明
四
年
 
 

成
）
の
序
抜
執
筆
者
に
、
田
中
道
麿
（
5
9
）
、
小
林
義
兄
、
小
原
君
雄
（
3
5
5
）
、
 
 

（
村
）
 
 

松
井
邦
（
M
）
、
群
田
安
足
（
4
3
7
）
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
ろ
う
。
 
 

そ
し
て
、
序
の
中
に
「
天
明
の
六
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
な
か
つ
き
本
居
宣
長
」
と
、
 
 

宣
長
の
序
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
天
明
初
期
に
お
い
て
、
宣
長
と
彦
根
と
の
つ
 
 

な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
ほ
、
天
明
七
 
 

年
に
軍
産
が
刊
行
し
よ
う
と
し
た
『
漫
吟
集
』
十
巻
本
に
宣
長
の
序
が
あ
る
こ
 
 

と
や
、
天
明
二
年
の
宣
長
宛
草
慮
書
簡
に
「
四
月
廿
日
御
状
被
下
侯
。
」
「
詞
壌
 
 

続
こ
と
書
近
々
上
木
の
よ
し
、
項
載
仕
侯
。
近
月
簡
見
可
申
侯
。
」
と
あ
る
こ
 
 

と
な
ど
か
ら
、
よ
り
い
っ
そ
う
あ
き
ら
か
と
な
ろ
か
。
そ
し
て
、
両
者
の
仲
立
 
 

ち
を
し
た
の
が
、
同
書
簡
に
「
此
中
蓬
莱
子
も
上
り
、
面
上
申
侯
。
御
噂
二
及
 
 

候
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蓬
莱
尚
賢
（
1
2
5
）
 
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
 
 

尚
賢
と
草
慮
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
天
明
元
年
三
月
十
九
日
付
尚
賢
宛
宣
 
 

長
書
簡
に
「
籠
草
慮
歌
御
見
せ
被
レ
下
、
恭
奉
レ
存
侯
。
鴨
川
立
春
う
す
氷
 
 

け
さ
う
ち
と
け
て
君
が
代
の
春
の
聾
き
く
鴨
の
か
ほ
改
、
右
之
l
内
」
春
の
撃
と
 
 

申
事
い
か
が
に
思
召
侯
由
、
愚
意
御
尋
被
レ
下
、
承
知
仕
侯
。
云
ん
」
、
と
、
尚
賢
 
 

が
宣
長
に
草
魔
の
歌
の
批
評
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
ゞ
え
よ
う
。
ま
 
 

た
、
明
和
末
年
頃
の
川
北
景
横
宛
谷
川
士
清
書
簡
に
は
、
「
倭
訓
莱
序
 
と
く
 
 

7  

ー 2 －   
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と
御
覧
被
成
可
下
侯
」
と
あ
り
、
士
清
と
革
慮
と
も
親
密
な
関
係
が
、
こ
の
時
 
 

す
で
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
伯
家
神
道
家
白
井
雅
胤
編
 
 

纂
『
神
武
破
偽
顕
其
問
答
』
 
（
写
本
、
神
官
文
庫
蔵
）
の
奥
書
に
「
宝
暦
八
年
 
 

戊
寅
春
日
借
諸
平
安
某
氏
謄
写
以
蔵
焉
 
伏
水
竜
公
莫
／
宝
暦
十
三
年
英
未
之
 
 

秋
七
月
洞
津
谷
川
翁
借
之
彦
根
文
学
伏
水
川
慮
竜
氏
之
所
蔵
薦
困
令
尚
賢
写
之
 
 

於
斎
宇
知
浮
官
云
云
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
恕
以
上
の
ご
と
 
 

く
、
彦
根
藩
文
教
に
影
響
を
与
え
た
草
慮
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
致
 
 

仕
、
平
安
に
帰
り
詩
社
＜
幽
蘭
社
∨
を
営
み
、
詩
歌
を
教
え
、
家
職
ほ
そ
の
子
 
 

玉
淵
が
継
い
だ
。
大
菅
中
養
父
も
す
で
に
安
永
七
年
に
穀
し
、
寛
政
年
間
、
藩
 
 

主
直
中
か
ら
信
頼
さ
れ
た
真
淵
派
国
学
者
は
、
海
量
を
筆
頭
と
す
る
こ
と
に
な
 
 

っ
た
。
直
中
が
藩
校
設
立
に
あ
た
っ
て
海
量
に
諸
藩
の
藩
校
を
調
査
さ
せ
た
こ
 
 

（
‖
0
 
 

と
は
よ
く
し
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
淵
派
国
学
の
も
と
に
あ
っ
た
、
小
原
 
 

君
雄
、
松
井
邦
（
2
0
6
）
、
村
田
安
足
が
、
宣
長
と
直
接
接
し
た
と
思
わ
れ
る
の
 
 

は
『
来
訪
諸
子
姓
名
任
国
井
聞
名
諸
子
』
に
よ
れ
ば
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
 
 

十
一
月
、
京
都
で
で
あ
る
。
宣
長
は
同
年
十
一
月
十
五
目
、
松
坂
を
発
ち
、
十
 
 

六
日
に
入
京
、
二
十
五
日
に
出
京
し
て
い
る
（
日
記
）
。
新
皇
居
御
遷
幸
を
拝
観
 
 

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
小
原
君
雄
ら
が
こ
の
間
に
会
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
 
 

が
、
翌
年
松
井
邦
が
入
門
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
面
し
た
と
思
わ
れ
る
。
三
 
 

年
後
の
寛
政
五
年
三
月
十
日
、
宣
長
は
健
亭
（
－
春
庭
）
・
大
平
を
伴
い
上
京
、
 
 

四
月
十
二
日
出
京
、
十
三
日
に
払
「
宿
二
近
江
彦
根
松
井
正
平
宅
一
、
夜
歌
会
」
 
 

（
日
記
）
と
、
松
井
邦
宅
に
宿
泊
し
、
夜
歌
会
を
行
っ
た
。
「
日
記
」
に
よ
れ
 
 

ば
、
宣
長
の
彦
根
滞
在
は
一
泊
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
歌
会
に
ほ
、
後
に
鈴
門
と
 
 

な
る
小
原
君
雄
・
村
田
安
足
・
岡
村
教
邦
、
鈴
門
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
宣
長
 
 

に
指
導
を
受
け
た
小
林
義
兄
、
安
足
門
の
山
本
昌
陰
他
、
五
名
が
出
席
し
た
の
 
 

み
な
ら
ず
、
尾
張
の
大
館
高
門
も
出
席
し
、
盛
況
な
る
も
の
で
あ
っ
た
（
『
む
 
 

す
び
捨
た
る
枕
の
草
葉
』
）
。
＜
出
張
講
義
＞
と
い
う
改
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
 
 

っ
た
が
、
こ
の
宣
長
出
席
の
歌
会
が
、
彦
根
鈴
門
の
形
成
に
ほ
欠
か
せ
な
い
歌
 
 

会
で
あ
っ
た
こ
と
ほ
出
席
者
を
み
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
彦
根
藩
は
、
真
 
 

淵
沢
国
学
の
土
壌
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
主
直
中
は
じ
め
藩
 
 

9  

の
上
層
部
に
鈴
屋
古
学
に
対
す
る
理
解
を
す
み
や
か
に
つ
く
っ
た
。
寛
政
十
一
 
 

年
（
一
七
九
九
）
、
家
老
三
浦
内
膳
嫡
子
三
浦
元
首
（
4
2
7
）
、
同
次
男
三
浦
元
蕃
 
 

（
4
2
呂
）
の
入
門
を
み
て
い
る
。
と
津
わ
け
、
前
者
は
樟
古
館
設
立
当
時
の
＜
頭
 
 
 

取
＞
で
、
館
内
の
庶
務
を
総
裁
し
ね
。
た
だ
、
藩
学
と
し
て
の
国
学
は
、
当
然
 
 

か
も
知
れ
な
い
が
儒
学
に
対
し
て
低
い
位
置
に
置
か
れ
、
同
じ
く
教
授
で
あ
り
 
 

な
が
ら
、
身
分
・
待
遇
は
低
か
っ
た
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
藩
主
直
亮
が
、
 
 

稽
古
館
の
職
員
に
対
し
て
藩
校
改
善
案
を
提
出
さ
せ
た
中
に
、
「
一
騎
前
世
話
、
 
 

等
術
方
、
和
学
等
御
用
掛
り
当
時
一
人
二
相
成
り
閲
読
勝
チ
ニ
御
坐
侯
。
今
一
人
 
 

ツ
ゝ
御
用
掛
り
被
仰
付
侯
様
仕
度
事
」
（
「
梧
古
奉
行
今
村
長
十
郎
、
中
野
平
馬
 
 

鵬
 
 

考
意
」
）
と
あ
り
、
当
時
の
＜
和
学
方
＞
の
凋
落
が
う
か
が
え
る
。
村
田
安
足
 
 

は
文
政
六
年
に
残
し
た
た
め
、
残
っ
て
い
る
の
は
小
原
君
雄
の
み
で
あ
っ
た
。
 
 

ち
な
み
に
、
宣
長
穀
後
、
春
庭
・
大
平
に
通
じ
て
い
た
の
は
、
小
原
君
雄
・
村
 
 

田
安
足
・
三
浦
元
首
で
あ
っ
た
が
 
（
「
故
翁
門
人
姓
名
録
之
内
大
平
井
春
庭
万
 
 

国
 
音
信
不
絶
分
」
、
）
三
浦
元
首
も
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
残
し
て
い
る
。
又
、
 
 

春
庭
・
大
平
の
門
人
録
を
み
る
に
、
彦
根
か
ら
の
入
門
者
ほ
、
大
平
の
方
に
二
 
 

名
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
君
雄
は
 
「
考
意
」
 
と
 
 

し
て
、
「
所
詮
国
学
 
（
藩
学
）
 
中
二
和
漢
学
問
並
ビ
被
行
侯
事
ハ
互
二
邪
魔
 
 

三
相
成
可
申
趣
モ
御
座
侯
へ
バ
、
和
学
ハ
勿
論
天
文
算
術
兵
学
礼
節
等
御
止
メ
 
個
 
 

被
仰
渡
、
儒
学
武
芸
之
二
道
計
繁
栄
相
続
可
然
御
儀
二
奉
存
侯
。
」
と
、
藩
校
 
 

に
於
て
は
、
儒
学
・
武
芸
の
み
行
い
、
国
学
及
び
諸
芸
は
、
（
芸
州
や
肥
後
の
 
 

よ
う
に
）
藩
当
局
と
暫
接
に
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
私
塾
形
式
で
教
育
す
る
の
 
 

が
よ
い
と
提
案
し
た
。
だ
が
、
こ
の
意
見
ほ
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
 
 

代
わ
り
と
し
て
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
、
鈴
門
で
君
雄
に
も
従
学
し
て
い
た
 
 

岡
村
教
邦
が
、
同
じ
く
天
保
年
間
に
、
安
足
門
の
山
本
昌
蔭
が
、
＜
和
学
方
＞
 
 

教
授
と
し
て
任
命
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
教
邦
は
藩
校
で
教
え
な
が
ら
、
私
宅
に
 
個
 
 

お
い
て
も
国
学
・
和
歌
を
教
授
し
、
そ
の
門
人
の
多
き
を
教
え
た
と
い
う
。
茅
 
 

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
、
垂
免
に
つ
い
で
直
弼
が
藩
主
と
な
る
。
直
弼
ほ
始
め
岡
 
 

村
教
邦
、
山
本
昌
蔭
に
師
事
し
た
が
、
後
に
長
野
主
勝
と
師
弟
の
約
を
結
ん
だ
。
 
 

そ
の
結
果
主
騰
が
同
五
年
十
月
、
弘
道
館
（
－
椿
古
館
を
改
称
）
 
＜
国
学
方
＞
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教
授
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昌
蔭
門
で
主
膵
門
で
あ
っ
た
青
木
千
枚
が
、
 
 

安
改
元
年
（
一
八
五
四
）
、
同
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
儒
 
 

者
と
し
て
直
弼
の
片
腕
に
な
っ
た
の
が
、
小
原
君
雄
の
男
で
、
出
で
て
中
川
氏
 
 

を
昌
し
た
狙
彿
学
派
中
川
禄
郎
（
漁
村
）
で
あ
っ
た
。
主
膳
の
国
学
者
と
し
て
 
 

幕
末
彦
根
に
果
し
た
役
割
ほ
大
き
か
っ
た
。
主
謄
の
主
催
す
る
歌
会
に
は
、
藩
 
 

士
・
僧
侶
・
神
主
・
商
人
・
女
性
な
ど
広
範
囲
の
人
々
が
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
 
 

そ
の
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
以
降
、
主
膵
の
門
に
 
 

入
る
者
も
多
く
、
「
門
人
録
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
二
七
八
名
を
数
え
た
と
い
 
 
 

掴
 
 

ス
ノ
0
 
 
 主

膳
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
が
、
桜
井
柘
膏
の
『
松
阪
文
 
 

芸
史
』
 
（
七
一
丁
オ
～
七
二
丁
り
）
に
よ
れ
ば
、
天
保
年
間
、
彦
根
に
出
て
く
 
 

る
以
前
、
伊
勢
飯
高
郡
宮
前
村
に
七
年
間
住
み
、
大
平
門
、
瀧
野
知
雄
を
出
し
 
 

た
瀧
野
家
の
知
遇
を
得
、
知
雄
の
姉
た
き
を
責
と
し
た
と
い
う
。
主
謄
の
著
述
 
 

『
末
分
櫛
』
が
、
大
平
門
堀
内
広
樹
の
序
を
も
ち
、
出
版
は
柏
屋
兵
助
に
よ
る
 
 

こ
と
か
ら
も
、
大
平
門
と
の
交
流
は
推
測
に
難
く
な
い
。
 
 

2
 
秋
田
薄
明
徳
舘
 
 

藩
校
明
徳
館
（
創
設
当
時
明
通
館
、
文
化
八
年
明
徳
館
と
改
称
）
の
創
立
ほ
、
 
 

ま
さ
 
 

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
、
藩
主
佐
竹
義
和
の
時
で
あ
る
。
創
立
と
は
い
っ
て
も
、
 
 

学
校
建
設
が
終
了
し
、
明
道
館
と
命
名
さ
れ
、
祭
酒
以
下
の
学
識
が
任
命
さ
れ
 
 

個
 
 

た
の
は
寛
政
五
年
で
あ
っ
た
。
藩
学
の
学
風
は
、
闇
斎
学
派
の
中
山
曹
乗
が
初
 
 

代
祭
酒
に
な
っ
た
り
は
し
た
が
、
晋
我
に
次
い
で
祭
酒
と
な
っ
た
金
岳
陽
、
野
上
 
 

陳
令
ら
が
、
山
本
北
山
門
下
と
い
う
よ
う
に
、
村
瀬
拷
亭
・
山
本
北
山
に
発
す
 
 

0
0
 
る
折
衷
学
派
の
学
統
が
そ
の
指
導
的
中
心
を
な
し
た
。
藩
校
に
＜
和
学
局
＞
が
 
 

設
け
ら
れ
た
の
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
、
そ
の
初
代
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
 
 

こ
と
 
 

の
が
、
本
居
沢
国
学
者
、
大
友
膏
言
（
直
枚
）
、
鳥
屋
長
秋
で
あ
る
。
大
友
直
枚
 
 

は
、
春
庭
の
門
人
録
で
は
、
文
化
二
年
入
門
の
平
田
篤
胤
の
一
人
後
に
「
出
羽
 
 

国
平
鹿
郡
八
沢
木
村
 
神
職
 
大
友
直
枚
青
首
」
と
載
り
、
大
平
の
門
人
録
（
 
 

本
居
文
庫
蔵
）
で
は
、
文
化
三
年
入
門
と
し
て
載
り
、
こ
の
よ
う
に
春
庭
・
大
 
 

平
の
両
者
に
入
門
し
、
鳥
屋
長
秋
は
文
化
五
年
、
大
平
に
入
門
し
て
い
る
。
こ
 
 

の
よ
う
に
、
本
居
派
国
学
が
秋
田
に
入
っ
て
き
た
理
由
と
し
て
、
秋
田
唯
一
の
 
 

鈴
門
大
友
栄
太
（
親
久
）
 
（
損
）
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
大
友
栄
太
ほ
直
 
 

彼
の
叔
父
に
あ
た
り
、
や
は
り
八
沢
木
村
神
職
で
あ
っ
た
が
、
享
和
元
年
九
月
 
 

十
三
日
、
宣
長
の
残
す
る
直
前
、
鈴
門
と
し
て
名
を
連
ね
た
（
「
金
銀
入
帳
」
）
。
 
 

栄
太
は
宣
長
穀
後
、
春
庭
大
平
の
門
人
と
な
り
、
「
古
事
記
伝
し
き
り
写
居
中
 
 

侯
得
共
細
書
に
て
尺
行
不
申
候
。
」
 
（
「
年
紀
不
明
、
栄
大
書
簡
」
大
友
家
所
蔵
 
 

文
書
）
と
あ
る
よ
う
に
、
松
坂
の
遊
学
を
つ
づ
け
た
が
、
不
幸
に
も
文
化
元
年
 
 

〓
八
〇
四
）
十
二
月
二
十
日
、
松
坂
で
客
死
し
た
。
甥
の
直
枝
ほ
、
栄
大
の
 
 

遺
志
を
つ
ぐ
べ
く
、
養
父
で
あ
る
叔
父
の
正
木
音
調
を
は
じ
め
、
社
家
一
同
の
 
 

期
待
を
に
な
っ
て
文
化
三
年
二
月
家
を
発
ち
、
松
坂
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。
叉
、
 
 

藩
当
局
も
岡
見
知
康
な
ど
、
彼
の
道
学
費
に
つ
い
て
便
宜
を
計
っ
て
い
る
。
直
 
 

枚
の
遊
学
は
、
文
化
三
・
四
年
ほ
伊
勢
に
於
い
て
、
同
五
・
六
年
は
京
都
に
於
 
 

い
て
青
田
家
に
入
門
、
同
七
年
は
江
戸
の
蒲
生
君
平
、
塙
保
己
一
の
和
学
講
談
 
 

所
や
昌
平
聾
に
通
学
す
る
な
ど
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
同
八
年
養
父
正
木
が
病
床
 
 

に
つ
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
帰
郷
、
終
わ
り
を
告
げ
た
。
帰
郷
し
た
直
枝
ほ
、
文
 
 

化
九
年
（
一
八
一
一
）
十
月
、
正
木
が
病
穀
す
る
と
、
十
二
月
、
秋
田
藩
社
家
 
 

大
頭
役
に
就
任
し
た
。
同
十
年
、
直
枚
は
家
塾
を
開
く
。
「
大
友
青
言
授
業
門
 
 

填
り
 
且
 
 

人
姓
名
録
」
に
よ
れ
ば
、
文
政
十
年
ま
で
に
九
十
名
の
入
門
を
み
て
い
る
。
秋
 
 

田
藩
国
学
の
種
子
は
、
直
枝
に
よ
っ
て
ま
か
れ
た
の
で
あ
る
。
文
政
八
年
（
一
 
 

八
二
五
）
十
月
、
和
学
取
立
方
に
任
用
さ
れ
る
や
、
彼
は
和
学
発
会
町
触
を
出
 
 

す
こ
と
を
要
求
、
同
九
年
一
月
「
一
、
三
日
 
古
事
記
一
、
十
三
日
・
廿
三
 
 

日
源
氏
物
語
／
右
の
通
、
毎
月
於
御
学
館
御
読
書
間
、
巳
の
刻
よ
り
大
友
直
江
 
 

講
釈
致
侯
問
、
御
家
中
並
社
家
と
も
、
勝
手
次
第
罷
出
可
被
致
聴
聞
候
。
且
当
 
 

月
廿
八
日
、
於
同
所
和
学
発
会
有
之
侯
間
、
是
又
同
刻
、
勝
手
次
第
可
被
致
出
 
 

席
侯
。
」
と
い
う
町
蝕
も
出
さ
れ
た
が
、
＜
和
学
局
＞
の
状
態
は
、
机
、
薬
鍾
ひ
 
 

と
つ
備
わ
ら
ず
、
和
書
も
全
く
不
備
、
各
教
官
が
持
ち
ょ
る
と
い
っ
た
ひ
ど
い
 
 

も
の
だ
っ
た
（
「
文
政
九
年
一
月
廿
三
日
、
直
枝
上
申
書
」
）
。
直
枝
は
、
藩
当
 
 

4   
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局
に
対
し
上
申
書
、
覚
を
提
出
、
＜
和
学
局
＞
の
改
善
を
計
る
だ
け
で
な
く
、
 
 

自
ら
も
住
居
を
八
沢
木
か
ら
秋
田
城
下
に
う
つ
す
な
ど
、
国
学
教
育
に
対
す
る
 
 

熱
意
に
は
、
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
彼
の
熱
意
に
も
か
か
わ
ら
 
 

ず
、
明
徳
館
の
国
学
ほ
あ
ま
り
ふ
る
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
藩
 
 

学
の
中
心
が
儒
学
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
秋
田
に
お
け
る
国
学
の
歴
史
が
洗
 
 

い
た
め
、
国
学
に
対
す
る
認
識
も
低
く
、
藩
士
の
需
要
も
少
な
か
っ
た
こ
と
、
 
 

叉
、
藩
の
上
層
部
に
お
い
て
も
岡
見
知
康
や
高
階
執
負
な
ど
一
部
を
除
い
て
、
 
 

ほ
と
ん
ど
国
学
に
対
す
る
理
解
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
直
 
 

枚
は
、
文
政
十
年
に
は
藩
校
に
於
け
る
国
学
教
育
を
断
念
し
、
家
塾
中
心
の
教
 
 

育
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
「
門
人
録
」
文
政
十
年
の
項
 
 

に
、
四
十
八
名
に
の
ば
る
入
門
者
を
み
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
よ
う
。
文
政
九
 
 

年
い
っ
ぱ
い
で
明
徳
館
か
ら
手
を
引
い
た
直
枝
の
後
に
、
＜
和
学
局
＞
教
授
と
 
 

な
っ
た
の
ほ
吉
川
忠
行
と
い
わ
れ
る
。
忠
行
は
明
徳
館
に
入
学
し
て
、
皇
学
・
 
 

歌
学
・
天
文
・
地
理
を
研
賛
し
て
い
る
の
で
、
直
枝
の
学
統
と
考
え
て
よ
い
だ
 
 

ろ
う
。
た
だ
、
本
居
派
国
学
者
と
は
言
え
な
い
面
を
も
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
 
 

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
、
江
戸
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
た
平
田
篤
胤
が
、
秋
田
に
 
 

持
っ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
算
術
、
戦
法
、
砲
術
に
関
す
る
書
を
悉
く
忠
行
に
 
 

贈
与
し
、
彼
を
友
人
と
し
て
適
し
た
こ
と
、
忠
行
が
そ
れ
ら
の
書
に
よ
っ
て
砲
 
 

術
に
つ
い
て
会
得
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
篤
胤
穀
後
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
 
 

「
惟
神
館
」
と
い
う
武
学
講
習
所
を
設
立
し
た
際
、
篤
胤
の
教
え
に
従
っ
て
館
 
 

内
に
天
照
大
神
を
奉
祀
し
西
洋
砲
術
を
研
究
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
か
ん
が
み
て
、
 
 

篤
胤
の
影
響
大
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
篤
胤
は
天
保
十
四
年
に
残
す
る
の
 
 

で
、
秋
田
で
の
生
活
ほ
わ
ず
か
三
年
間
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
講
釈
、
会
読
を
 
 

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
退
去
後
、
秋
田
の
入
門
者
四
十
七
名
を
み
た
。
藩
の
 
 

上
層
部
で
平
田
学
に
共
感
す
る
も
の
を
含
め
れ
ば
、
実
数
的
に
は
も
っ
と
多
か
 
 

っ
た
ろ
う
。
平
田
古
道
学
は
、
こ
う
し
て
秋
田
藩
に
注
ぎ
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
、
篤
胤
の
生
家
大
和
田
家
が
篤
胤
を
記
念
し
て
「
雷
夙
 
 

義
塾
」
を
創
立
、
講
師
と
な
っ
た
の
が
吾
川
忠
行
と
そ
の
子
息
安
、
篤
胤
の
知
 
 

友
小
野
崎
通
亮
は
、
明
徳
館
＜
和
学
局
＞
教
授
で
あ
っ
た
の
で
、
当
然
藩
の
国
 
 

学
は
平
田
派
に
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
秋
田
藩
が
奥
羽
列
藩
の
中
で
教
 
 

皇
の
旗
峨
を
鮮
明
に
し
た
背
後
に
、
「
惟
神
館
」
「
常
夙
義
塾
」
を
中
心
と
す
る
 
 

平
田
古
道
学
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
秋
田
港
の
国
学
ほ
、
本
居
派
か
ら
平
 
 

田
沢
へ
推
移
し
た
の
だ
が
、
両
者
の
の
り
超
え
ら
れ
る
べ
き
土
壌
と
し
て
、
秋
 
 

田
に
於
け
る
闇
斎
学
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
 
 

中
山
育
茸
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
藩
校
初
代
祭
酒
に
任
じ
ら
れ
た
ほ
ど
の
学
 
 

者
で
、
尊
王
思
想
家
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
右
の
学
統
表
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
 
 

直
枝
、
篤
胤
の
漢
学
の
師
で
も
あ
っ
た
。
落
合
直
養
も
青
葉
門
の
俊
才
で
あ
っ
 
 

た
が
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
大
平
の
門
人
と
な
る
な
ど
（
『
藤
垣
内
門
人
姓
 
 

名
録
』
本
居
文
庫
蔵
）
国
学
に
強
い
関
心
を
示
し
た
。
ち
な
み
に
、
直
養
は
、
 
 

秋
田
に
於
け
る
最
も
早
い
大
平
門
で
あ
っ
た
。
 
 

3
 
中
津
清
遊
傭
館
 
 

藩
校
進
備
館
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
、
藩
主
奥
平
昌
高
の
時
、
創
立
さ
 
 

れ
る
。
創
立
に
尽
力
し
た
の
は
、
仁
斎
学
派
の
藩
僑
、
倉
成
竜
渚
、
野
本
雪
厳
 
 

（
竜
渚
門
）
等
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
創
立
と
と
も
に
教
授
と
な
り
、
藩
校
の
教
 
的
 
 

育
に
あ
た
っ
た
。
中
浄
の
教
学
大
い
に
振
興
の
気
運
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
 
 

創
立
時
国
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
、
豊
前
で
唯
一
人
の
鈴
門
、
天
明
七
年
入
 
 

門
の
中
津
古
表
八
幡
社
司
、
渡
辺
垂
名
（
1
1
4
）
で
あ
っ
た
（
渡
辺
重
兄
「
重
名
 
 

相
 
年
譜
」
）
。
た
だ
「
同
年
譜
」
寛
政
二
年
の
粂
に
は
「
門
弟
日
に
多
く
」
と
あ
り
、
 
 

藩
校
で
講
釈
を
し
た
か
の
感
を
与
え
る
が
、
講
釈
を
し
た
の
は
「
文
化
十
一
年
 
 

五
月
二
十
日
。
一
ケ
月
三
度
学
館
に
罷
出
で
国
書
講
釈
仕
侯
様
命
ぜ
ら
る
」
 
（
 
 

斡
 
 

渡
辺
重
兄
「
重
名
経
歴
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
か
ら
 
 

と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
ほ
「
藩
主
奥
平
侍
従
獣
用
表
増
リ
 
 
 

（
表
2
）
 
 

浅
見
 
嗣
斎
－
 
 －
中
山
 
寺
庵
－
盛
貞
 
－
 
育
我
－
－
 
 
 

－
大
和
田
玄
風
1
冒
 
 

…
落
合
 
直
義
 
 
 

－
大
友
 
直
枝
 
 
 

＝
平
田
 
篤
胤
 
 



中
 
 

の
倉
成
竜
渚
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
七
十
 
 

村
 
二
歳
で
残
し
た
。
そ
の
子
重
蔭
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
十
九
歳
の
時
家
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を
継
ぎ
、
従
五
位
下
、
越
後
介
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
は
じ
め
、
殆
ん
ど
家
を
顧
み
 
 

な
か
っ
た
の
で
家
道
ほ
安
泰
し
た
が
、
の
ち
「
翁
家
政
ノ
衰
へ
ク
ル
ヲ
慨
嘆
し
 
 

吻
 
 

捨
据
勉
励
終
二
能
ク
振
興
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
家
学
（
本
居
派
古
学
）
を
奉
じ
、
 
 

家
道
を
振
興
し
た
。
た
だ
、
重
蔭
の
「
括
据
勉
励
」
が
重
名
残
後
の
こ
と
で
あ
 
 

っ
た
こ
と
は
、
彼
が
進
僑
館
の
国
学
教
授
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
推
測
 
 

で
き
よ
う
。
重
蔭
の
子
重
春
と
重
石
丸
は
、
共
に
平
田
篤
胤
穀
後
の
門
人
と
な
 
 

困
 
 

り
（
1
「
門
人
姓
名
録
」
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
明
治
元
年
十
二
月
十
九
日
入
門
、
 
 

後
者
は
慶
応
三
年
三
月
入
門
）
 
こ
こ
に
、
平
田
古
道
学
が
中
浮
薄
に
も
板
づ
く
 
 

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
重
春
は
、
重
兄
に
よ
れ
ば
、
「
明
治
二
年
九
月
、
 
 

ゆ
き
 
 

中
津
薄
知
事
（
－
九
代
藩
主
昌
邁
）
よ
り
皇
学
師
範
方
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
四
年
 
 

十
二
月
、
皇
学
教
授
を
命
ぜ
ら
」
 
（
「
重
名
経
歴
」
）
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
 
 

て
、
「
学
生
轟
然
と
し
て
集
り
、
藩
中
敬
神
尊
王
の
気
、
旺
ん
に
興
」
（
同
上
）
 
 

っ
た
が
、
す
で
に
時
代
は
明
治
に
入
り
、
四
年
に
は
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
、
 
 

贅
ヲ
執
テ
学
ヲ
受
ク
俸
若
干
ヲ
給
ス
。
藩
士
鳥
然
此
レ
が
門
二
入
ル
。
進
備
ノ
 
 

軸
 
館
謂
三
国
典
ヲ
講
ス
」
（
渡
辺
重
春
「
渡
辺
重
名
翁
伝
」
）
と
い
う
記
載
か
ら
、
 
 

藩
主
昌
高
が
重
名
に
入
門
し
て
以
後
、
藩
校
で
教
え
た
と
読
み
と
れ
る
こ
と
か
 
 

ら
で
あ
る
。
昌
高
が
重
名
に
入
門
し
た
の
は
「
文
化
二
年
丑
十
二
月
四
日
、
不
 
 

意
に
城
内
に
被
召
、
被
尋
神
道
三
十
七
ケ
粂
壷
即
答
す
。
仝
十
二
日
神
道
御
入
 
 

門
」
 
「
文
化
三
年
春
正
月
よ
り
古
学
の
和
歌
御
入
門
、
二
月
御
所
望
に
依
り
て
 
 

御
名
を
豊
海
と
つ
け
奉
り
し
他
」
 
（
「
重
名
経
歴
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
文
化
二
、
 
 

三
年
で
あ
っ
た
。
 
 
 

（
表
3
）
 
 

藩
主
の
入
門
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
重
名
の
館
内
に
於
け
る
地
位
ほ
儒
学
 
 

渡
辺
 
重
名
1
 
 
－
藩
主
 
昌
高
 
 
 

1
 渡
辺
 
重
陰
－
 
 －
渡
辺
 
重
春
－
渡
辺
 
重
兄
 
 
 

い
か
り
ま
ろ
 
－
渡
辺
重
石
丸
 
 

藩
校
進
備
館
も
閉
校
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
重
名
に
よ
っ
て
 
 

根
づ
い
た
本
居
沢
国
学
は
、
重
名
の
孫
、
重
春
に
よ
っ
て
、
平
田
派
国
学
を
も
 
 

っ
て
完
結
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
重
名
の
鈴
屋
入
門
に
至
る
経
過
を
み
て
 
 

お
く
。
重
名
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
上
京
、
師
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
 
 

が
、
漢
学
を
学
ん
だ
。
「
柴
野
彦
助
帽
蘇
弥
太
郎
摘
卜
交
り
善
シ
」
（
「
渡
辺
重
 
 

名
禽
伝
」
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
闇
斎
学
派
の
柴
野
栗
山
、
療
春
水
と
の
親
交
 
が
 

が
、
中
津
藩
主
昌
鹿
と
侍
医
宮
沢
通
貌
が
真
淵
門
で
あ
る
こ
と
と
、
関
連
が
あ
 
 

う
か
が
え
る
。
た
だ
、
「
年
譜
」
で
ほ
、
「
一
年
許
に
し
て
帰
国
す
。
」
と
あ
 
 

り
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
翁
伝
」
で
は
「
一
日
慨
然
と
し
て
思
へ
ラ
リ
、
吾
ハ
 
 

神
州
ノ
人
ナ
リ
、
何
ソ
神
州
ノ
道
ヲ
措
テ
、
漢
籍
ヲ
学
ハ
ム
ヤ
ト
」
と
い
う
逸
 
 

話
を
伝
え
る
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
五
月
、
重
名
は
、
宇
治
山
田
の
荒
木
 
 

田
久
老
の
許
に
至
り
入
門
し
た
。
い
わ
ば
国
学
者
渡
辺
重
名
の
生
涯
が
こ
こ
に
 
 

始
ま
る
。
垂
名
が
、
県
門
荒
木
田
久
老
に
入
門
し
た
理
由
は
さ
だ
か
で
は
な
い
 
 
 

朗
 
 

る
の
で
ほ
な
い
か
。
垂
名
の
久
老
の
門
に
居
る
こ
と
、
≡
年
に
及
ん
だ
。
そ
の
 
 

間
『
万
葉
集
』
を
中
心
に
学
ぶ
。
重
名
と
宣
長
と
の
関
係
は
『
来
訪
諸
子
姓
名
 
 

任
国
拝
聞
名
諸
子
』
の
天
明
二
年
十
二
月
の
条
に
、
「
豊
前
国
中
津
城
下
八
幡
社
司
 
 

、
ミ
キ
 
 

渡
辺
造
酒
藤
原
垂
憐
」
と
見
え
、
そ
の
頃
か
ら
相
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
 
 

る
。
重
名
ほ
同
四
年
四
月
、
一
旦
帰
国
し
た
が
、
十
月
に
再
び
上
京
し
、
高
倉
 
 

家
に
衣
紋
入
門
、
日
野
家
へ
歌
道
入
門
（
 
－
 
翌
年
十
月
、
日
野
資
枚
よ
り
二
 
 

偉
家
の
歌
道
秘
伝
を
授
け
ら
れ
、
翌
々
年
五
月
に
ほ
、
重
名
と
い
う
名
ま
で
賜
 
 

っ
て
い
る
）
し
て
い
る
。
宣
長
ほ
「
於
京
都
故
実
衣
紋
等
の
学
も
、
一
通
り
被
 
 

成
侯
義
、
至
極
可
宜
革
存
侯
。
右
等
の
学
も
皇
朝
学
の
一
端
に
御
座
候
へ
ば
、
 
 

何
れ
も
助
け
に
相
成
申
侯
事
に
御
座
候
。
」
 
（
「
天
明
四
年
十
二
月
十
四
日
付
重
 
 

名
宛
書
簡
」
）
と
、
書
き
贈
り
、
勉
学
を
励
ま
し
、
久
老
は
、
学
資
を
給
す
な
 
 

ど
、
重
名
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
こ
と
を
裏
付
け
る
。
同
五
年
に
は
、
藤
井
 
 

貞
幹
の
『
衝
口
発
』
に
対
す
る
駁
論
を
宣
長
と
久
老
に
乞
う
。
宣
長
が
そ
れ
に
 
 

応
え
て
『
紺
狂
人
』
を
著
し
た
こ
と
ほ
、
「
豊
国
人
藤
原
重
名
、
京
に
も
の
ま
 
 

な
び
し
て
あ
り
け
る
に
、
或
人
そ
の
蕃
 
（
『
衝
口
発
』
）
 
を
見
せ
け
れ
ば
い
た
 
 

く
う
れ
た
み
て
、
か
か
る
ふ
み
を
な
む
見
得
は
ン
ベ
る
、
い
か
で
こ
の
た
は
わ
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ざ
と
く
う
ち
き
た
め
給
へ
か
し
と
、
鈴
屋
翁
が
り
い
ひ
お
こ
せ
た
る
に
、
う
べ
 
 

な
ひ
て
い
と
と
く
物
せ
ら
れ
た
る
此
書
に
な
む
」
 
（
度
会
正
免
「
利
本
紺
狂
人
 
 

序
」
文
政
二
年
三
月
成
）
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宣
長
と
の
交
 
 

流
も
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
久
老
門
で
あ
っ
た
重
名
が
、
な
ぜ
宣
長
に
 
 

入
門
し
た
の
か
は
さ
だ
か
で
ほ
な
い
。
「
渡
辺
重
名
翁
伝
」
で
は
「
久
老
世
事
 
 

ヲ
厭
フ
ノ
意
有
テ
、
門
ヲ
鎖
シ
、
子
弟
ノ
釆
ル
ヲ
謝
ス
、
故
ヲ
以
テ
、
辞
シ
去
 
 

ル
」
と
あ
り
、
重
名
の
方
か
ら
久
老
の
凄
を
去
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
、
 
 

あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
宣
長
は
、
天
明
八
年
十
月
二
十
四
日
付
 
 

の
久
老
宛
書
簡
で
「
九
州
辺
も
皇
朝
学
信
仰
之
人
多
出
来
侯
由
に
御
座
候
。
豊
 
 

（
明
力
）
 
 

前
中
津
渡
辺
生
も
、
帰
国
後
殊
之
外
発
向
之
由
に
御
座
候
。
先
何
方
も
古
学
開
 
 

け
、
大
慶
の
事
に
御
座
候
。
」
－
こ
、
重
名
の
古
学
鼓
吹
を
称
揚
す
る
こ
と
が
で
 
 

き
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 

4
 
薩
摩
藩
造
士
館
 
 
 

へ
〕
で
 
 
 

造
士
館
の
創
立
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
二
十
五
代
藩
主
島
搾
重
豪
の
 
 

時
で
、
藩
校
と
し
て
は
早
い
時
期
に
入
る
。
儒
学
に
於
い
て
は
、
薩
南
朱
子
学
派
 
 

の
隆
盛
を
み
た
が
、
そ
の
陰
で
国
学
は
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
は
ど
か
え
り
み
 
 

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
国
学
に
目
を
向
け
た
の
は
、
寡
永
四
年
（
一
八
五
 
 

あ
き
ら
 
 

一
）
二
十
八
代
藩
主
と
な
っ
た
島
津
斉
彬
で
あ
っ
た
。
斉
彬
は
江
夏
十
郎
を
通
 
と
も
の
り
み
は
し
ら
 
 

じ
、
閑
勇
助
・
八
田
知
紀
（
桂
園
派
国
学
）
・
後
醍
院
真
柱
（
平
田
派
国
学
）
 
 

に
国
学
館
設
立
計
画
を
内
命
し
、
朱
子
学
の
み
を
講
習
し
て
い
た
造
士
館
の
学
 
 

風
に
、
国
学
を
導
入
し
ょ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
ほ
実
現
さ
れ
な
か
 
 

っ
た
。
た
だ
、
斉
彬
の
意
図
は
、
真
柱
の
造
士
館
訓
導
（
－
後
に
助
教
）
と
い
 
 

囲
 
 

う
形
で
果
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
斉
彬
の
時
代
、
薩
摩
に
は
国
 
 

学
的
に
ほ
桂
園
派
・
平
田
派
が
日
立
っ
て
い
た
が
、
両
派
が
入
っ
て
く
る
以
前
 
 

は
、
本
居
派
国
学
が
板
づ
こ
う
と
し
て
い
た
？
宣
長
の
門
人
録
、
叉
、
大
平
・
 
 

春
庭
の
門
人
録
に
も
、
薩
摩
の
門
人
は
見
出
せ
な
い
が
、
宣
長
に
私
淑
し
た
二
 
く
に
は
し
ら
お
ご
ひ
ら
 
 

人
の
国
学
者
が
い
た
。
自
尾
国
柱
と
、
其
柱
の
父
大
河
平
隆
棟
の
二
人
で
あ
る
。
 
 国

柱
は
「
本
居
伊
勢
人
。
姓
平
。
名
宣
長
。
壬
成
之
秋
。
吾
（
－
国
柱
）
将
こ
西
 
物
 
 

帰
一
。
過
こ
伊
勢
】
訪
レ
之
。
」
 
（
自
尾
国
芳
「
家
譜
」
）
と
あ
る
の
で
「
壬
成
 
 

之
秋
」
即
ち
享
和
二
年
の
秋
、
松
坂
を
訪
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宣
長
は
、
 
 

前
年
に
放
し
て
い
る
の
で
、
国
柱
は
宣
長
と
対
面
す
る
こ
と
か
な
わ
な
か
っ
た
 
 

こ
と
と
な
る
。
八
田
知
紀
が
「
自
尾
氏
は
本
居
翁
同
時
の
人
に
て
、
一
度
は
相
 
関
 
 

見
も
せ
ら
れ
し
と
か
聞
及
べ
り
。
」
 
（
『
天
降
実
験
考
』
凡
例
）
と
述
べ
て
い
る
 
が
、
少
な
 

く
と
も
宣
長
側
の
著
述
で
は
、
そ
の
事
実
は
見
出
せ
な
い
。
国
柱
は
 
 

そ
の
著
『
成
形
図
説
』
 
（
文
化
二
年
後
、
成
る
か
）
に
於
い
て
「
師
云
々
」
と
し
 
 

て
宣
長
の
説
を
引
用
し
た
が
、
そ
れ
は
や
は
り
私
淑
の
気
持
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
 
 

ろ
う
。
本
居
沢
国
学
の
藩
校
と
の
関
係
は
大
河
平
隆
棟
に
始
ま
る
。
隆
棟
は
生
 
 

粋
の
造
士
館
育
ち
の
学
者
で
あ
っ
た
。
学
生
か
ら
漸
次
句
読
師
・
頭
取
・
都
講
 
 

と
進
み
、
諸
生
を
教
導
し
た
。
彼
は
、
朱
子
学
全
盛
の
中
で
よ
く
国
学
を
唱
導
 
 

し
た
が
、
不
運
に
も
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
朋
党
疑
獄
（
－
近
思
録
崩
れ
事
 
 

件
）
に
連
座
し
、
翌
六
年
配
流
さ
れ
ん
と
し
て
放
し
た
。
だ
が
、
隆
棟
の
遺
志
 
 

ほ
た
え
ず
、
真
柱
に
ひ
き
つ
が
れ
、
幕
末
の
薩
摩
藩
国
学
を
形
成
す
る
の
だ
っ
 
 

た
。
 
 5

 
吉
田
薄
暗
習
舘
 
 

三
河
の
国
学
は
、
隣
接
し
た
遠
江
の
内
山
真
竜
・
栗
田
土
満
等
（
遠
江
の
県
 
 

門
）
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
三
河
 
 

鈴
門
で
最
も
早
く
入
門
し
た
青
田
熊
野
社
司
鈴
木
染
満
（
9
0
）
が
県
門
で
あ
る
 
 

鋤
 
の
も
（
－
「
県
居
門
人
録
 
補
遺
」
に
よ
れ
ば
明
和
五
年
冬
、
入
門
）
、
染
満
が
 
 

浜
松
諏
訪
社
社
司
で
荷
田
春
満
門
の
杉
浦
国
頭
の
嗣
子
国
満
に
入
門
、
問
学
し
 
 

て
い
る
間
、
同
じ
く
春
満
門
斎
藤
信
幸
と
知
り
合
い
、
信
孝
の
紹
介
で
県
居
に
 
 

入
門
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
ほ
「
い
に
し
ふ
ゆ
菅
原
（
1
斎
藤
）
信
幸
の
 
 

伝
へ
に
よ
り
て
、
御
ふ
み
賜
ひ
名
と
こ
ろ
の
こ
の
わ
た
一
を
け
賜
せ
る
い
と
悦
 
（
 

カ
）
 
 

び
侍
り
。
又
こ
た
び
う
け
ひ
ふ
み
お
こ
せ
給
ふ
し
る
し
と
て
、
御
示
御
こ
が
ね
 
 

も
も
む
ら
お
く
り
た
ぷ
ぞ
万
代
と
い
は
ひ
を
さ
め
侍
り
ぬ
」
（
「
明
和
六
年
正
月
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二
十
八
日
付
染
滞
宛
真
淵
書
簡
」
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
真
淵
ほ
明
和
 
 

六
年
十
一
月
残
す
る
の
で
、
梁
滞
ほ
最
晩
年
の
門
人
と
な
っ
た
。
其
竜
、
土
滞
 
 

等
と
の
交
流
も
、
同
門
と
し
て
親
密
さ
を
ま
し
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
 
 

そ
し
て
、
梁
満
の
鈴
屋
入
門
に
、
彼
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
 
 

い
だ
ろ
う
（
－
土
滞
は
、
翌
五
年
鈴
屋
に
入
門
す
る
）
。
県
門
内
部
で
「
才
気
 
 

あ
る
人
」
（
明
和
五
年
十
一
月
八
日
付
信
幸
宛
真
淵
書
簡
」
）
と
み
ら
れ
た
梁
満
 
 

で
あ
っ
た
の
で
、
宣
長
も
「
扱
御
入
門
被
レ
成
侯
而
己
に
て
は
、
御
稗
益
も
御
 
 

座
候
有
間
数
候
へ
ば
、
此
上
何
事
に
而
も
御
不
審
之
粂
々
、
御
関
目
御
認
越
可
レ
 
 

被
レ
成
侯
、
且
又
愚
老
説
と
て
も
、
い
か
が
に
思
召
供
義
ほ
、
少
し
も
無
二
御
 
 

遠
慮
一
、
幾
度
も
御
議
論
承
度
侯
。
」
（
「
天
明
五
年
二
月
二
十
七
日
付
薬
満
宛
宣
 
 

長
書
簡
」
）
と
、
古
学
精
進
を
期
待
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
事
件
が
起
っ
た
。
 
 

鈴
門
史
上
ま
れ
と
も
い
え
る
破
門
が
、
「
古
学
御
執
心
に
似
合
不
レ
申
、
俗
情
 
 

都
劣
之
御
振
舞
、
殊
に
神
慮
之
程
難
計
」
（
「
同
六
年
間
十
月
十
四
日
付
薬
満
宛
 
 

宣
長
書
簡
）
と
い
う
理
由
で
、
梁
満
に
対
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
俗
情
 
 

邸
劣
之
御
振
舞
」
と
ほ
、
梁
滞
が
京
都
青
田
家
の
下
知
を
受
け
て
、
青
田
領
内
 
 

の
神
主
か
ら
金
銭
を
取
り
立
て
た
こ
と
を
さ
す
。
梁
満
ほ
社
の
木
ま
で
伐
り
払
 
 

わ
せ
て
、
そ
の
金
を
取
り
上
げ
た
と
い
う
。
梁
満
が
そ
の
よ
う
な
行
為
を
し
た
 
 

餉
 
 

の
が
、
「
家
職
と
し
て
の
社
家
の
維
持
と
い
う
生
活
上
の
要
請
の
圧
迫
」
に
よ
 
 

る
の
か
、
「
地
方
巡
閲
な
ど
に
来
る
青
田
家
の
公
用
人
な
ど
に
は
随
分
如
何
は
 
 

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
浜
松
に
出
張
し
て
釆
て
神
職
た
ち
を
集
め
て
、
金
銭
を
 
 

徴
収
し
た
も
の
が
あ
け
た
が
、
粂
満
も
触
頭
を
し
て
ゐ
る
関
係
上
、
斯
か
る
徒
 
¢
 
 

輩
に
対
す
る
義
理
立
て
」
に
よ
る
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
事
件
 
 

に
よ
る
梁
満
の
破
門
以
後
も
三
河
か
ら
鬼
門
老
は
あ
っ
た
。
（
そ
の
中
に
ほ
、
 
 

梁
前
の
子
、
重
野
《
1
－
9
》
も
い
る
）
。
鈴
木
其
垂
（
獅
）
の
よ
う
に
真
電
と
親
交
 
 

が
あ
る
老
、
井
本
彦
馬
（
4
1
6
）
の
よ
う
に
石
塚
竜
暦
（
m
）
と
親
交
が
あ
る
老
 
 

な
ど
、
遠
江
国
学
者
の
影
響
下
に
入
門
が
な
き
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
長
 
 

穀
後
、
井
本
彦
馬
の
よ
う
に
春
庭
に
入
門
し
た
（
「
春
庭
門
人
録
」
宰
和
元
年
の
 
 

粂
）
者
を
含
め
、
春
庭
・
大
平
に
音
信
が
あ
っ
た
の
は
、
鈴
木
重
野
、
鈴
木
真
 
 

重
、
宝
形
院
観
蓬
（
ヰ
5
2
）
で
あ
る
が
（
「
故
翁
門
人
姓
名
録
之
内
大
平
拝
春
庭
方
 
 

，
ま
し
 
音
信
不
絶
分
」
）
、
青
田
藩
に
本
居
派
国
学
が
隆
盛
す
る
た
め
に
は
、
中
山
実
石
 
 

の
登
場
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
八
月
、
大
平
 
 

は
、
三
河
・
遠
江
鈴
門
の
要
請
で
青
田
を
訪
れ
、
講
釈
を
行
う
。
そ
の
時
出
席
 
 

し
た
老
に
、
鈴
木
陸
奥
・
井
本
彦
馬
・
竹
村
尚
規
（
4
6
g
）
・
高
林
方
朗
（
1
5
0
）
・
 
 

夏
日
嚢
暦
（
棚
）
・
高
須
元
尚
（
4
6
9
）
等
、
鈴
門
以
外
で
は
、
中
山
美
石
・
大
 
 

輯
 
林
外
記
・
実
相
院
古
道
・
田
中
伝
九
郎
・
戸
村
直
七
ら
が
い
た
。
彼
ら
は
、
そ
 
 

の
時
大
平
に
入
門
（
「
藤
垣
内
門
人
姓
名
録
」
本
居
文
庫
蔵
）
、
以
後
、
青
田
藩
の
 
 

代
表
的
門
人
と
な
っ
て
い
く
。
「
門
人
録
」
に
よ
れ
ば
、
八
月
お
よ
び
閏
八
月
 
 

に
入
門
し
た
三
河
の
門
人
は
、
十
三
名
を
教
え
る
。
青
田
に
於
い
て
は
、
莫
石
 
 

と
古
道
の
二
名
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
文
化
年
間
、
青
田
の
大
平
門
は
ふ
え
て
い
 
 

っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
記
す
べ
き
ほ
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
二
月
、
青
 
 

田
城
主
松
平
駿
河
宇
信
順
の
入
門
で
あ
ろ
う
。
信
厨
の
大
平
入
門
に
呼
応
す
る
 
 

よ
う
に
、
文
化
十
四
年
五
月
、
黄
石
ほ
新
居
関
所
の
下
役
か
ら
、
「
△
其
方
事
、
 
 

青
田
勝
手
被
仰
付
、
（
中
略
）
時
習
館
江
罷
出
、
書
講
釈
可
相
勤
倹
。
／
△
其
 
 

方
事
、
時
習
館
二
而
西
岡
式
之
助
跡
屋
敷
被
下
之
。
＼
日
英
方
事
、
国
学
唯
今
 
 

栂
 
迄
之
通
可
心
掛
侯
。
」
 
（
中
山
莫
石
「
公
事
記
」
）
と
時
習
館
教
授
に
抜
擢
さ
れ
 
 

る
。
莫
石
の
国
学
者
と
し
て
の
実
力
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
文
化
九
 
 

年
、
信
順
の
内
命
を
受
け
た
『
後
操
集
』
の
注
釈
、
『
後
撰
集
新
抄
』
を
刊
行
。
 
 

大
平
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
）
。
た
だ
、
莫
石
の
「
時
習
館
に
い
て
ゝ
漢
籍
の
 
 

講
釈
つ
か
う
ま
つ
れ
（
中
略
）
又
こ
れ
か
う
へ
に
大
御
国
の
学
ひ
の
方
も
あ
り
 
 

朗
 
 

こ
し
ま
ゝ
に
て
心
に
か
け
て
学
ひ
て
よ
」
 
（
『
藤
垣
内
消
息
』
）
と
い
う
書
簡
の
 
 

文
面
に
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
は
あ
く
ま
で
儒
者
西
岡
善
助
の
後
継
者
と
 
 

し
て
抜
擢
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
「
全
ク
以
て
儒
者
の
跡
継
に
て
ほ
な
く
国
学
者
 
 

か
儒
業
を
か
ね
た
り
と
い
ふ
に
近
く
相
聞
」
 
（
同
上
）
え
た
と
し
て
も
、
事
実
 
 

は
中
山
莫
石
『
公
事
記
』
に
「
此
約
覧
ハ
散
華
助
近
頃
撰
述
こ
て
、
此
節
製
本
 
餉
 
 

成
し
故
、
開
巻
開
講
い
た
し
侯
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
漢
籍
『
大
学
解
約
覧
』
 
 

を
講
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
記
に
は
、
時
習
館
出
仕
早
々
「
若
殿
様
（
－
倍
 
 

順
）
御
詠
草
被
遣
侯
間
毎
々
通
取
斗
、
且
、
本
居
之
詠
三
五
首
も
被
遊
御
覧
虔
 
 

的
 
旨
、
尤
此
段
弥
助
（
実
石
）
よ
り
宜
申
達
侯
被
仰
出
侯
。
」
と
あ
り
、
莫
石
は
時
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習
館
で
儒
学
を
講
ず
る
（
－
莫
石
は
折
衷
学
派
太
田
錦
城
門
）
一
方
、
藩
主
信
 
 

順
に
国
学
を
講
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
莫
石
は
藩
主
の
信
頼
も
あ
 
 

り
、
叉
、
師
の
大
平
に
も
信
顔
が
厚
か
っ
た
が
（
－
莫
石
は
天
保
二
年
三
月
名
 
 

古
屋
の
書
籍
万
巻
屋
の
息
子
浜
田
孝
国
を
大
平
の
養
子
に
斡
旋
し
て
い
る
。
後
 
 

の
本
店
内
遠
で
あ
る
。
）
、
藩
校
内
部
に
於
い
て
ほ
、
儒
者
太
田
晴
軒
（
－
錦
城
 
 

の
子
）
な
ど
か
ら
、
日
の
敵
に
さ
れ
た
様
子
が
あ
り
、
天
保
二
年
十
二
月
、
大
 
 

坂
在
番
の
命
が
下
っ
た
の
を
実
検
に
、
教
授
職
を
去
っ
た
。
莫
石
は
天
保
三
年
 
 

か
ら
二
年
間
は
大
坂
に
、
同
五
年
か
ら
三
年
間
は
京
都
に
滞
在
（
－
信
傾
が
京
 
 

都
所
司
代
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
）
、
そ
の
間
、
信
順
の
側
で
国
学
を
講
 
 

じ
、
叉
、
賀
茂
季
贋
、
城
戸
千
楯
な
ど
京
坂
の
国
学
者
達
と
交
流
を
深
め
て
い
 
 

る
。
同
八
年
帰
郷
、
美
石
は
隠
居
を
し
な
が
ら
も
所
々
で
国
学
を
講
じ
、
天
保
 
 

十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
十
九
歳
で
穀
し
た
。
実
石
穀
後
、
慶
応
三
年
（
一
八
 
 

六
七
）
の
教
授
陣
容
の
世
話
方
に
「
謂
鰍
綽
詣
諾
恥
銅
諾
諾
／
三
拾
五
俵
 
 

中
山
弥
助
故
蛸
認
印
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藩
校
の
国
学
を
孫
の
繁
樹
が
受
継
ぐ
 
 

が
、
美
石
と
同
様
時
習
館
で
は
漢
学
、
個
人
的
に
ほ
国
学
者
と
し
て
、
文
一
方
 
 

で
、
大
砲
の
技
術
修
得
に
つ
と
め
た
こ
と
、
教
授
に
ほ
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
 
 

ど
も
あ
っ
て
、
藩
校
内
に
本
居
沢
国
学
を
普
及
さ
せ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
 
 

ぅ
し
て
三
河
青
田
の
国
学
は
、
文
政
八
年
に
大
平
に
入
門
、
同
十
年
に
平
田
篤
 
 

胤
に
入
門
し
た
羽
田
八
幡
宮
の
神
官
、
羽
田
野
敏
雄
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
て
い
 
 

っ
た
。
敏
雄
の
平
田
神
道
学
普
及
の
努
力
に
よ
っ
て
、
篤
胤
に
「
三
河
青
田
門
 
 

人
衆
」
と
い
わ
れ
る
は
ど
の
隆
盛
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
に
村
落
指
導
者
 
 

鯛
 
 

層
に
平
田
学
は
受
容
さ
れ
、
鉄
胤
に
入
門
す
る
老
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
又
、
 
 

敏
雄
は
「
羽
田
八
幡
宮
文
庫
」
を
設
立
し
、
蔵
書
一
万
拳
の
蒐
集
事
業
を
行
っ
 
 

た
。
天
保
九
年
一
月
隠
居
し
た
中
山
莫
石
が
吉
田
城
内
天
王
社
禰
宜
鈴
木
岩
見
 
 

方
で
国
学
を
開
講
し
た
の
を
取
持
っ
た
り
、
安
政
二
年
二
月
、
野
々
口
隆
正
が
 
 

釆
藩
し
て
講
産
を
張
っ
た
と
き
、
場
所
を
提
供
し
た
の
が
敏
雄
で
あ
っ
た
。
こ
 
 

の
よ
う
に
、
敏
雄
は
藩
士
で
は
な
い
が
、
国
学
者
と
し
て
は
三
河
を
代
表
す
る
 
 

存
在
で
あ
り
、
そ
の
実
力
と
影
響
力
は
中
山
莫
石
以
上
の
も
の
が
あ
り
、
藩
校
 
 

の
内
外
を
結
ぶ
存
在
と
し
て
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
。
 
 

6
 
藩
主
と
鈴
門
 
 

鈴
門
の
形
成
に
と
っ
て
、
藩
主
が
果
し
た
役
割
ほ
大
き
い
。
藩
主
が
国
学
に
 
 

関
心
を
持
ち
、
藩
内
の
国
学
者
を
自
ら
の
侍
講
と
し
た
り
、
藩
校
の
教
授
に
抜
 
 

挺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
学
が
藩
内
の
関
心
を
ひ
く
結
果
を
生
み
出
す
か
ら
 
 

で
あ
る
。
た
だ
、
藩
主
が
国
学
に
関
心
を
持
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
概
に
そ
 
 

う
言
え
な
い
状
態
も
あ
っ
た
。
即
ち
、
藩
校
教
授
に
抜
擢
さ
れ
な
が
ら
も
洪
学
 
 

を
教
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
藩
主
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
ほ
ど
私
的
な
師
 
 

弟
の
関
係
で
終
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
の
藩
主
と
し
て
は
、
紀
州
藩
 
 

ひ
ろ
 
 

藩
主
徳
川
治
宝
、
高
松
藩
藩
主
松
平
頼
恕
、
浜
田
藩
藩
主
松
平
康
定
、
彦
根
藩
 
 

藩
主
井
伊
直
中
・
同
藩
主
直
弼
、
中
津
諸
藩
主
奥
平
昌
高
、
後
者
の
例
と
し
て
 
 

あ
き
ら
 
 

は
、
薩
摩
藩
藩
主
島
津
斉
彬
、
青
田
藩
藩
主
松
平
信
傾
が
あ
ろ
う
。
又
、
福
井
 
 

久
蔵
氏
が
言
う
よ
う
に
「
熊
本
侯
は
高
本
紫
瞑
の
説
を
容
れ
て
長
瀬
真
率
を
し
 
 

て
そ
の
教
を
受
け
し
め
、
（
中
略
）
。
尾
州
侯
ほ
横
井
千
秋
以
下
の
人
々
、
土
佐
 
 

㈲
 
 

侯
は
宮
地
春
樹
を
、
筑
前
侯
は
青
柳
種
信
を
、
鳥
取
侯
は
衣
川
長
秋
を
」
鈴
屋
 
 

に
遊
学
さ
せ
た
と
な
る
と
、
有
力
鈴
門
の
い
る
は
と
ん
ど
の
藩
の
藩
主
（
－
比
 
 

較
的
親
藩
・
譜
代
が
多
い
）
が
彼
ら
を
後
見
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
て
、
藩
 
 

主
と
鈴
門
と
の
関
係
で
、
後
者
の
際
だ
っ
た
例
を
最
後
に
み
て
お
こ
う
。
そ
の
 
 

例
と
ほ
、
天
保
の
改
革
の
実
行
者
、
水
野
忠
邦
と
村
田
春
門
（
8
5
）
と
の
関
係
 
 

で
あ
る
。
春
門
は
伊
勢
白
子
の
出
身
で
、
伊
勢
鈴
門
村
田
橋
彦
の
甥
で
あ
る
が
、
 
 

主
に
、
江
戸
、
大
坂
に
住
ん
で
国
学
者
と
し
て
の
活
動
を
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
 
 

の
地
域
と
の
関
連
が
深
い
。
忠
邦
と
知
り
合
っ
た
の
も
大
坂
で
あ
っ
た
。
忠
邦
 
 

ほ
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
、
唐
津
藩
十
代
藩
主
水
野
忠
光
の
子
と
し
て
生
れ
、
 
 

文
化
九
年
家
督
を
継
ぎ
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
、
遠
州
浜
松
六
万
石
に
 
 

転
封
を
命
ぜ
ら
る
。
忠
邦
と
、
浜
松
と
の
結
び
つ
き
は
こ
の
時
始
ま
っ
た
。
高
 
 

林
方
朗
（
1
5
0
）
が
、
文
政
十
年
、
京
都
所
司
代
と
な
っ
た
忠
邦
に
喚
ば
れ
た
の
 
 

は
、
右
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
忠
邦
と
春
門
と
の
関
係
ほ
、
前
述
し
た
よ
う
 
 

に
、
文
政
八
年
五
月
、
忠
邦
が
大
坂
城
代
に
昇
進
し
、
来
坂
し
た
と
こ
ろ
か
ら
 
 

9   



基
 
 

■
 
 

村
 
 

中
 
 

始
ま
る
。
春
門
の
「
田
鶴
舎
日
次
記
」
の
文
政
八
年
五
月
晦
日
の
粂
に
「
京
都
 
 

所
司
代
へ
松
平
周
防
守
（
－
康
任
）
／
大
坂
御
城
代
へ
水
野
左
近
将
監
（
－
忠
 
 

邦
）
／
右
は
御
役
替
の
由
風
聞
。
」
（
渡
辺
刀
水
『
村
田
春
門
日
紗
』
十
五
）
と
、
 
 

そ
の
こ
と
を
記
す
。
因
み
に
松
平
康
任
ほ
、
春
門
の
門
人
で
あ
る
。
「
同
日
記
」
 
 

の
文
政
九
年
八
月
六
日
の
粂
に
「
て
御
城
代
水
野
左
近
将
監
家
来
小
田
切
要
 
 

助
蚊
学
入
来
、
右
主
人
国
風
被
レ
致
度
に
付
、
是
迄
周
防
守
様
御
学
び
方
、
叉
取
 
 

扱
如
何
哉
と
間
合
に
付
、
委
細
申
談
遣
ス
、
近
日
又
々
被
レ
参
倹
筈
也
。
」
（
岡
 
 

マ
ゝ
 
上
、
二
十
三
）
と
あ
り
、
又
、
同
十
四
の
条
に
「
一
、
小
田
切
要
介
入
釆
、
疑
 
 

問
三
四
ケ
粂
、
返
答
申
達
、
殿
の
命
也
、
愈
々
御
歌
は
じ
ま
る
べ
き
（
旨
）
申
 
 

置
帰
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
か
ら
忠
邦
の
間
学
が
始
ま
る
。
そ
し
て
岡
 
 

マ
、
 
二
十
二
日
「
一
、
水
野
左
近
将
監
殿
よ
り
、
為
二
御
健
一
小
田
切
要
介
、
白
銀
 
 

一
枚
御
入
門
と
し
て
被
二
相
贈
－
侯
よ
し
也
」
（
同
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
忠
邦
 
 

ほ
春
門
に
入
門
す
る
。
忠
邦
が
春
門
に
入
門
す
る
直
接
的
契
校
は
、
春
門
が
大
 
 

坂
城
代
の
先
任
、
松
平
康
任
の
歌
道
指
南
役
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
当
然
、
 
 

春
門
の
京
坂
で
の
国
学
者
と
し
て
の
名
声
に
そ
の
背
景
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
 
 

ほ
、
文
政
九
年
に
は
、
春
門
は
京
都
の
＜
鐸
屋
＞
の
経
営
ま
で
任
せ
ら
れ
て
い
 
 

る
ほ
ど
だ
か
ら
で
あ
る
。
京
坂
の
本
居
派
国
学
を
、
一
手
に
ま
と
め
た
観
が
あ
 
 

る
同
年
、
十
一
月
、
忠
邦
は
京
都
所
司
代
を
拝
命
、
翌
年
二
月
、
京
都
に
着
任
。
 
 

忠
邦
の
和
歌
・
国
学
の
研
済
は
、
こ
の
時
か
ら
本
格
化
し
て
い
っ
た
。
春
門
は
 
 

所
司
代
屋
敷
に
出
向
き
『
伊
勢
』
 
『
源
氏
』
の
講
義
を
行
い
、
又
、
歌
会
を
指
 
 

導
し
た
。
『
源
氏
』
の
講
義
に
至
っ
て
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
ま
で
実
 
 

に
八
年
の
長
き
に
渡
っ
て
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
政
十
年
閏
六
月
に
 
 

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
高
林
方
朗
が
上
洛
を
命
ぜ
ら
れ
て
歌
会
に
出
席
、
歌
の
 
 

師
範
、
判
者
と
し
て
過
せ
ら
れ
る
。
方
朗
は
、
詠
歌
添
削
と
と
も
に
、
『
古
今
 
 

集
』
の
講
義
を
十
数
回
行
い
、
忠
邦
ら
が
引
き
と
め
る
の
を
強
い
て
請
い
、
十
 
 

二
月
帰
郷
し
て
い
っ
た
。
文
政
十
二
年
十
月
、
忠
邦
ほ
西
丸
老
中
の
発
令
を
受
 
 

け
て
帰
府
、
春
門
は
翌
年
、
子
の
春
野
と
と
も
に
江
戸
に
赴
く
。
あ
く
ま
で
忠
 
 

邦
の
指
導
を
続
け
ん
と
の
意
思
を
も
っ
て
、
＜
鐸
屋
＞
を
城
戸
千
楯
に
返
し
て
 
 

の
旅
立
ち
で
あ
っ
た
。
忠
邦
は
、
次
第
に
政
治
の
中
枢
へ
と
近
づ
い
て
い
た
。
 
 

『
源
氏
』
の
語
義
が
終
了
し
た
年
、
天
保
五
年
の
三
月
、
忠
邦
ほ
本
丸
老
中
に
 
 

転
じ
た
。
そ
の
五
年
後
、
彼
は
老
中
首
座
と
な
り
、
世
に
い
う
＜
天
保
の
改
革
＞
 
 

を
断
行
し
て
い
く
の
だ
が
、
辛
か
不
幸
か
春
門
ほ
、
天
保
七
年
、
そ
れ
を
見
な
 
㈹
 
い
で
残
し
た
。
享
年
七
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
忠
邦
は
幕
政
の
貴
住
着
で
あ
り
、
 
 

も
し
春
門
が
、
国
学
が
持
っ
て
い
る
政
治
的
要
素
を
主
張
し
た
な
ら
ば
、
＜
安
 
 

政
の
大
獄
＞
の
断
行
者
、
大
老
井
伊
直
弼
と
長
野
主
膵
の
関
係
を
先
取
り
し
た
 
 

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
春
門
の
本
居
古
学
の
実
践
は
、
い
わ
ば
和
歌
・
物
語
と
い
 
 

ぅ
〝
文
芸
″
領
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
結
果
的
に
は
、
春
門
に
と
っ
 
 

て
幸
せ
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
 
 

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
近
世
藩
校
に
つ
い
て
の
基
本
的
認
識
を
、
 
 

笠
井
助
治
氏
の
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
派
の
研
究
』
上
・
下
に
学
ん
だ
。
 
 

ま
た
、
彦
根
藩
・
秋
田
津
・
青
田
藩
の
国
学
に
つ
い
て
は
、
南
啓
治
氏
の
「
彦
 
 

根
藩
学
と
国
学
」
「
秋
田
藩
校
明
徳
館
と
国
学
」
 
「
近
世
藩
校
に
お
け
る
国
学
一
 
 

派
1
三
河
青
田
藩
を
中
心
と
し
て
」
と
い
っ
た
藩
校
と
国
学
に
関
す
る
一
連
の
 
1
0
 
 

研
究
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
記
し
て
、
そ
の
学
恩
を
謝
し
た
 
岬
 
 

。
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『
彦
根
市
史
』
五
六
八
貢
。
 
 

『
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要
教
育
学
・
哲
学
・
歴
史
』
第
三
号
、
七
四
貢
。
 
 

『
彦
根
市
史
』
五
六
八
貢
。
 
 

井
上
豊
『
賀
茂
真
淵
の
業
績
と
門
流
』
三
〇
九
頁
。
 
 

岩
田
隆
「
田
中
道
暦
年
譜
稿
」
（
『
名
古
屋
工
業
大
学
学
報
』
第
二
十
九
巻
）
 
 

簗
瀬
一
雄
「
宣
長
及
び
そ
の
週
辺
の
資
料
」
 
（
『
国
文
学
研
究
』
第
七
十
集
）
 
 

『
本
居
宣
長
翁
書
簡
集
』
五
九
頁
。
 
 

北
岡
四
良
『
近
世
国
学
者
の
研
究
』
二
二
九
頁
。
 
 

『
旧
彦
根
藩
学
制
志
』
 
（
滋
賀
県
立
図
書
館
蔵
）
巻
四
。
 
 

同
、
巻
六
。
 
 

東
大
本
居
文
庫
蔵
。
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『
旧
彦
根
藩
学
制
志
』
巻
六
。
 
 
 

南
啓
治
「
前
掲
稿
」
七
一
貫
～
七
二
頁
。
 
 
 

『
彦
根
市
史
』
五
九
五
頁
。
 
 
 

『
秋
田
県
史
』
巻
三
、
一
三
頁
。
 
 
 

笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
上
、
一
二
五
頁
～
一
二
 
 

六
貢
。
 
 
 

『
秋
田
県
史
資
料
』
近
世
編
下
、
九
九
一
貫
～
九
九
六
頁
。
 
 
 

笠
井
助
治
『
前
掲
書
』
下
、
一
七
七
五
頁
。
 
 
 

『
国
学
者
伝
記
集
成
』
第
二
巻
、
九
三
七
貢
。
 
 
 

同
上
、
九
四
二
頁
。
 
 
 

渡
辺
家
系
写
、
津
市
渡
辺
家
蔵
。
 
 
 

同
上
 
 
 

品
平
田
篤
胤
全
集
』
別
巻
 
 

佐
々
木
信
綱
『
摘
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
』
八
五
頁
。
 
 
 

『
本
居
宣
長
稿
本
全
集
』
第
二
輯
、
一
五
四
貢
。
 
 
 

笠
井
助
治
『
前
掲
書
』
下
、
一
九
二
〇
頁
。
 
 
 

『
国
学
者
伝
記
集
成
』
第
一
巻
八
〇
三
貢
。
 
 
 

同
上
、
八
〇
貢
。
 
 
 

小
山
正
『
賀
茂
真
淵
伝
』
八
三
一
貫
。
 
 
 

芳
賀
登
『
幕
末
国
学
の
研
究
』
三
六
九
頁
。
 
 
 

小
山
正
『
前
掲
書
』
四
五
四
頁
。
 
 
 

那
賀
山
乙
巳
文
民
編
『
青
田
和
学
関
係
年
表
－
参
遺
文
化
交
流
史
資
料
－
』
 
 
 

『
豊
橋
市
史
料
編
』
第
五
巻
十
四
頁
。
 
 
 

『
日
本
芸
林
叢
書
』
第
九
巻
二
五
頁
。
 
 
 

『
豊
橋
市
史
史
料
編
』
第
五
巻
二
一
貫
。
 
 
 

同
上
、
一
七
頁
。
 
 
 

近
藤
恒
次
『
明
治
初
期
に
於
け
る
豊
橋
地
方
の
初
等
教
育
』
四
頁
～
五
頁
。
 
 
 

『
愛
知
県
教
育
史
』
第
一
巻
、
五
九
九
頁
～
六
〇
〇
頁
。
 
 
 

『
諸
大
名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究
』
上
、
一
一
八
頁
。
 
 
 

北
島
正
元
『
水
野
忠
邦
』
（
人
物
叢
書
、
寺
川
弘
文
館
）
五
〇
九
頁
～
五
〓
二
貢
。
 
 

（
一
九
七
三
年
六
月
六
日
受
理
）
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